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【経緯】 

 原子力安全委員会では、３月１６日より、緊急時迅速放射能影響予測ネットワーク

システム（ＳＰＥＥＤＩ）による試算のために、試算に必要となる放出源情報の推定

に向けた検討をしてまいりました。３月２０日から陸向きの風向となったため、大気

中の放射性核種の濃度が測定でき、限定的ながら放出源情報を推定できたことから、

本システムの試算を行うことが可能となりました。 

 これをもとに試算した結果は、別紙のとおりです。 

 

 

【評価】 

○本試算は、福島第一原子力発電所の事故発生後、連続して一日中屋外で過ごすとい

う保守的な条件を仮定して、甲状腺の被ばく線量を試算したものです。 

○ただし、屋内では屋外と比べて４分の１から１０分の１に放射線の影響を低減させ

ることができます。 

○本試算は、限定的な情報しか得られていない状況下で試算されたものであり、今後、

この試算の精度を高めるために、モニタリング結果を充実させていくことが必要で

す。 
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